
第44 回大 会〕

D 63 老 年 期 に お け る 表示 の明 視 性 の 研 究 （1) 一　問 題 点 の 調 査　一

共 立 女 大　 ○ 伊 藤 紀 之　 玉 田 真 紀． 仙台 白 百 合 短 大　 鈴 木良 子

共 立 女 短 大　 藤 田 信 子、 山 梨 県 立 女 短 大　 小 菅 啓 子

青 葉 学 園 短 大　 芦 膠 昌 子

被　　 服

目 的　 急 速 に 高 齢 化 社 会 を む か え た わ が 国 は あ ら ゆ る 分 野 で そ の 対 策 が 急 が れ て い る。 表

示 に つ い て も 例 外 で は な い。 身 の ま わ り に は 技 術 革 新 の も と、 新し い 生 活 用 品や 機 器 類 が

次 々 と 導 入 さ れ つ つ あ る。 そ れ ら に は 使 い 方 や 操 作 の た め の 説 明 や 表 示 が 存 在 す る。 ま た、

情 報 化 時 代 を む か え, 様 々 な 視 覚 情 報 が 生 活 を 取 り ま い てい る。 そ れ ら を 含 め た 表 示 が 老

年 期 の人 々 に 的 確 に 伝 達 さ れ て い る か ど う か、 問 題 が あ る と し た ら ど の よ う な 点 か を 明 ら

か に す る。

方 法　 平 成 ２ 年8  月 よ り ３ 年 ３ 月 に か け て 全 国 各 地 の 日 本家 政 学 会、 色 彩 ・ 意 匠 学 部 会 会

員 を 対 象 に 郵 送 法 に よ り 老 年 期 の 人 々 が 抱 え る 問 題 点 に つ い て ア ン ヶ 一ト を 実 施 し た。

結果　 回 答 を 集 計 ・ 分 析し た 結 果、 次 の よ う な 問 題 点 が 明 ら か に なっ た。

1 ･ 公 共 の 場 で の問 題 点Ａ： 交 通 標 識 に つ い て　 Ｂ： 地 下 鉄 の 駅 名 表 示 と 地 下 街 の 案 内 表 示

に つ い て　 Ｃ：公 共 ト イ レ の 絵 表 示 につ い て　d  :　暗 い 所 の 表 示 に つ い て　 ｅ：老 年 期 の 人 々

が 集 ま る 病 院、 役所、 デ パ ート や ス ー パ ー な ど の 表 示 にっ小 て。

2    ･ 家 庭 生 活 の 場 で の 問 題 点　 Ａ：家 電 製 品 に つ い て。　 最 近 の 製 品 は シ ン プ ル に なり ス イ

ッ チ や ボ タン が め だ た な い。 文 字 が 小 さ い。 表 示 ・ 文 字 が 背 景 色 と 区 別 し に く い。b: 食 品、

薬 品、 洗 剤 な ど の 表 示・ 文 字 が小 さ い。

こ れ ら に共 通 す る も の は 表 示・ 文 字 の 大 き さ。 表 示・ 文 字 の 色 と 背 景 色 の 関 係 であ っ た。

尚。 こ の 一 遠 の 研 寵a  文 部 省 科 学 研 究 費 に よ り 実 施し た「 表 示 研 究 」 の一 部 であ る。
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老 年 期 に お け る 表 示 の明 視 性 の 研 究（ ２ ） 一　日 常 生 活 の 色 の 見 え方　－

東 京 家 政 学 院短 大　 ○ 今 井 弥 生　 高 野 美 栄　 井 滓 尚 子　 田 原 靖子

東 京 家 政 大　 長 塚 こ ず え。　 文 化 女 子 大　 盛 田 真 千 子

健 康 に 日 常 生 活 を 送っ て い る 老 年 期 の 人 を 対 象 に 文 字 の 大 き さ と 文 字 の 色、 背 景 色

さ せ た 時、 ど の 範 囲 が 見 え る か、 あ る い は 楽 に見 え る か に つ い て 調 査し、 表 示 の 明

明 ら か に す る。

調 査 に 使 用し た 刺 激 資 料 は、 和 文。 ア ル フ ァ ベッ ト。 数 字 を まと め い た ブ ロ ッ クを

ミ リ か ら9    ミ リ ま で 視 覚的 に 等 差 に な る よ う に8  段 階 に 設 定し、 黒・ 白・ 灰 を 背 景

字 色を 赤 ・ 黄・ 緑・ 青 ・ 紫 ・ 黒・ 白・ 灰 （ 文 字 色 と 背 景 色 が 同一 の 組 合 せ は除 く ）

2  1 種。　和 文 は 中 ゴ シ ッ ク 書 体。 ア ル フ ァ ベ ット と 数 字 は ヘ ル ベ チ カ 書 体 を 使 用し

験 者 は 全 国 各 地 の6   5 歳 以 上 の 男 女8    7   9 名。 男 女 の 内 訳 は 男2    6  0 名。 女6    19

石 歳 未 満 は5    6   8 名.       7   5 歳 以 上 は3    11 名。 被 験 者 は 刺’激 を 手 に と り。 見や す い

調 節し メ ガ ネ の 使 用 は 自 由 に し て、 日 常 生 活 に 準 じ て 判 断 さ せ た。

7   5 歳 未 満 に お い て は 白 地 に7  色 の文 字 刺 激 に対 し て、 見 え る 範 囲 は 若 干 の バ ラ ツ

る が１ 段 階（2  ミリ） に 集 申 し て い た。 楽 に 見 え る範 囲 は 各 色 と も ２ 段 階（2 、5ミ!)） か

階（3^ii ） へ 移 行し て い る。 他 の 色 に 比 べ て黄 の 明 視 性 の 低 さ が 認 め ら れ る。 灰 地 に

は 黄 と紫 の 見 え る 範 囲 が 低下 し、 他 の 色も 白 地 に 対 し て低 下 傾 向 が 認 め ら れ る。 楽

る 範 囲 は 黄 が４ 段 階（3.7 ミ０ に 低 下 し。 他 の 色 も 全 般 に明 視 性 は 低 下 し て い る。 黒 地

て は 見 え る 範 囲、 楽 に 見 え る 範 囲 共 に 色 に よ る 差 が 大 き い。 黄 の 明 視 性 は 高い が、

さ が 目 だ っ。　8  段 階（9 ミリ）が 見 え ない も の が か なり あ る7    5 歳 以 上 の 被 験 者 の 判 断

差 が 大 き く、 ま た 見 え る 範 囲 も 低 く、 日 常 生 活 に お け る 不 自 由 さ を う かが わ せ た。
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